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平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月

六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
十
六
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
「
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
被
ば
く
事
故
に
係
る
被
害
へ
の
対
応
及
び

原
子
力
安
全
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
が
、
知
事
か
ら
「
り
ん
り
ん
ス
ク

エ
ア
土
浦
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」、「
茨
城
県
海
外
対
象
医
師
修
学
研
修
資

金
貸
与
条
例
」
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
科
学
技
術
の
振
興
、
県
内

工
業
団
地
の
売
れ
残
り
の
責
任
、
保
有
土
地

問
題
と
将
来
負
担
額
の
責
任
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
～
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
若
者
の
移
住
促
進
の
取
り

組
み
、
知
事
選
の
適
正
な
執
行
、
被
ば
く
事

故
を
教
訓
に
し
た
安
全
確
保
の
取
り
組
み
、

育
休
代
替
保
育
士
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
、
将
来
の
茨
城
農
業
の
在
り
方
、
道
路
緊

急
修
繕
事
業
の
実
施
状
況
、
取
手
市
の
女
子

中
学
生
自
死
に
関
す
る
市
教
委
と
の
連
携
な

ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
四
～
五
面
）

　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
参
考
人
か
ら
国
体
を
契

機
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
、

執
行
部
か
ら
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
通
じ
た
地
域
振
興
策
な
ど
を
聴
取
し
、
活

発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
対
策
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、

調
査
方
針
お
よ
び
調
査
活
動
計
画
を
決
定
し

た
後
、
執
行
部
か
ら
環
境
問
題
の
現
状
な
ど

を
聴
取
し
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
諮
問
、

報
告
、
意
見
書
な
ど
の
十
七
件
の
議
案
が
可

決
、
同
意
、
答
申
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

つくば霞ケ浦りんりんロード

今
定
例
会
の
概
要

　「つくば霞ケ浦りんりんロード」は、桜川市のＪＲ岩瀬駅から潮来市の潮来ＩＣまで
の区間と霞ケ浦を一周する区間を合わせた全長約１８０kmに及ぶ平坦で走りやすいサ
イクリングコースです。
　コースには、案内看板や注意喚起の路面標示が整備されているのをはじめ、沿線地
域では、手ぶらで気軽に楽しめる広域レンタサイクルが行われているほか、空気入れ
や工具などを備えた自転車サポートステーションなどが随所にあるなど、初心者から
上級者まで安全・快適にサイクリングを楽しめる環境が整っています。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://www.ringringroad.com
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議
員　

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
が
集

積
す
る
本
県
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
実
用
化
を
次
々

に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
県
が
、

日
本
や
世
界
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
も

の
と
考
え
る
が
、
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

研
究
開
発
か
ら
社
会
実
装
ま
で

の
各
段
階
で
企
業
を
支
援
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
県
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る

最
先
端
の
科
学
技
術
の
実
用
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
促
進
し
、
日
本
や
世
界

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
で
し
か
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
着
地
型
・
体
験
型
旅
行
プ
ラ
ン
の

造
成
な
ど
、
特
に
宿
泊
客
の
誘
客
が
重

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
、
観
光
資
源
の
発
掘
お
よ
び
周

遊
ル
ー
ト
の
策
定
を
図
る
ほ
か
、
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
な
ど
を
活
用
し
た
宿
泊
・

体
験
型
ツ
ア
ー
の
造
成
を
支
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
着
付
け
や
果
物
狩
り
な
ど

を
活
用
し
、
外
国
人
の
誘
客
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
常

磐
道
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
設
置
へ
の

支
援
、
小
中
学

校
に
お
け
る
歴

史
教
育
な
ど
も

質
問
）

鈴木　亮寛 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

議
員　

工
業
団
地
の
売
れ
残
り
は
非
常

に
多
く
、
県
民
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
。
知
事
は
任
期
中
い
く
ら
の
予
算

を
投
じ
、
ど
れ
だ
け
の
面
積
を
造
成
し

販
売
で
き
た
の
か
。
長
年
放
置
さ
れ
て

き
た
広
大
な
売
れ
残
り
へ
の
認
識
は
。

知
事　

約
二
千
四
百
億
円
を
投
入
し
て

約
九
百
三
十
㌶
の
分
譲
地
を
整
備
し
、

約
五
百
八
十
㌶
を
処
分
し
て
き
た
。
分

譲
が
進
ま
な
い
工
業
団
地
に
つ
い
て
は

価
格
の
見
直
し
を
検
討
す
る
ほ
か
、
本

県
の
強
み
を
生
か
し
た
販
売
戦
略
を
進

め
、
全
力
で
処
分
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

女
沼
川
の
治
水
は
長
年
の
懸
案

で
あ
り
、
周
辺
住
民
の
安
心
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
国
、
県
、
市
の
緊
密

な
連
携
に
よ
る
整
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

平
成
三
十
年
度
完
成
を
目

標
に
国
は
釈
水
水
門
の
整
備
を
、
県
は

中
央
排
水
路
交
差
部
の
整
備
を
進
め
て

い
る
ほ
か
、
市
と
小
規
模
橋
り
ょ
う
統

廃
合
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続

き
国
や
市
と
連
携

し
、
女
沼
川
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
が

い
者
に
配
慮
し
た

投
票
環
境
の
改
善
、

国
道
三
五
四
号
バ

イ
パ
ス
整
備
な
ど

も
質
問
）

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

一括方式

議
員　

社
会
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る

機
運
醸
成
や
県
内
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
協
賛
店
舗
で
料
金

割
引
な
ど
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
結
婚
支
援
の
優
待
カ
ー
ド
制
度
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

今
後
、
他
県
の
実
施
状
況
も
参

考
と
し
な
が
ら
、
対
象
範
囲
や
協
賛
内

容
な
ど
に
つ
い
て
、
市
町
村
や
、
結
婚

式
場
、
賃
貸
住
宅
、
家
具
・
家
電
販
売

店
と
い
っ
た
結
婚
・
新
生
活
に
関
連
す

る
事
業
者
な
ど
と
協
議
し
、
優
待
制
度

の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

道
路
の
う
ち
、
特
に
緊
急
車
両

が
通
行
す
る
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
道
路
地
下
の
空
洞
化
対
策
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

地
下
構
造
物
の
老
朽
化
が

進
む
箇
所
や
土
砂
流
出
が
起
こ
り
や
す

い
地
盤
特
性
を
有
す
る
区
間
な
ど
に
お

い
て
、
空
洞
探
査
機
に
よ
る
調
査
も
必

要
と
考
え
て
お
り
、
試
験
的
な
調
査
が

で
き
る
限
り
早
く
実
施
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
進
め

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾

患
対
策
、
犬

猫
殺
処
分
ゼ

ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
な

ど
も
質
問
）

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水 戸 市 選 出

一括方式

議
員　

保
有
土
地
対
策
の
前
倒
し
で
は
、

県
議
会
か
ら
の
提
言
が
軽
視
さ
れ
、
十

分
な
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
も
続
く
県
政
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
た
め
知
事
自
ら
が
県
議
会
や
県
民
に

報
告
し
続
け
る
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

保
有
土
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
議
会
か
ら
の
提
言
を
最
大
限
尊
重
し
、

保
有
土
地
対
策
の
前
倒
し
が
他
の
施
策

に
影
響
し
な
い
よ
う
議
会
の
議
決
を
受

け
て
進
め
て
き
た
。
今
後
と
も
保
有
土

地
対
策
の
進
捗
状
況
を
公
表
し
、
県
民

の
皆
さ
ま
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

 

県
住
宅
供
給
公
社
の
破
産
の
責
任

議
員　

茨
城
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
平

成
二
十
二
年
九
月
に
、
都
道
府
県
と
政

令
指
定
都
市
で
初
と
な
る
破
産
に
陥
っ

た
。
知
事
は
六
百
八
十
億
円
も
の
税
金

を
県
民
に
負
担
さ
せ
、
不
始
末
の
処
理

を
し
て
き
た
が
、
住
宅
供
給
公
社
の
破

産
処
理
へ
の
認
識
は
。

知
事　

次
世
代
の
県
民
に
負
担
を
負
わ

せ
る
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

住
宅
供
給
公
社
の
破
産
と
い
う
経
験
を

生
か
し
、
健
全
な
財
政
構
造
の
確
立
を

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

自
然
保
護
や
産
業
振
興
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
多
く
の
意
義
を
含
む
山
の

日
の
普
及
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
り
、
民
間
団
体
な
ど
と
の
連

携
体
制
の
整
備
や
森
林
湖
沼
環
境
税
の

活
用
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

民
間
団
体
な
ど
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
、
他
県
の
状
況
も
参

考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
森

林
湖
沼
環
境
税
の
適
切
な
活
用
に
つ
い

て
も
積
極
的
な
検

討
を
行
い
、
山
の

日
の
普
及
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
通
学

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

普
及
推
進
、
ヤ
ー

ド
条
例
な
ど
も
質

問
）

議
員　

英
語
力
の
向
上
に
は
、ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
な
ど
が
有
効
と

考
え
る
。
将
来
の
茨
城
を
担
う
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
、
中
高
生
の

英
語
力
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
※
を
増
員
し
、
授
業

以
外
で
も
生
徒
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
で
触

れ
合
う
機
会
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど

に
よ
り
、
英
語
力
の
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
県

西
地
域
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た

め
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
さ

し
ま
茶
の
振
興

方
策
な
ど
も
質

問
）

先㟢　　光 議員
いばらき自民党
那 珂 市 選 出  

分割方式

石塚　仁太郎 議員
いばらき自民党
坂 東 市 選 出  

一括方式

女
沼
川
の
河
川
整
備

﹁
山
の
日
﹂
の
普
及
推
進

県
内
工
業
団
地
の
売
れ
残
り
の
責
任

保
有
土
地
問
題
と

将
来
負
担
額
の
責
任

科
学
技
術
の
振
興

新
た
な
結
婚
支
援
優
待
制
度
の
実
施

道
路
地
下
の
空
洞
化
対
策

中
高
生
の
英
語
力
の
向
上

本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興

ことば ※【ＡＬＴ】…外国語指導助手。英語の授業で日本人教師を補助する。

ロボット実証実験の様子

女沼川と中央排水路交差部の工事

空洞探査機による調査の様子

筑波山における紫峰杉ショートガイドの様子

小学校におけるＡＬＴを活用した授業の様子

６
月
９
日︵
金
︶

　

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

先ま
っ
さ
き㟢　

　
　

光
ひ
か
る　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
12
日︵
月
︶

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む　

︵
公　
　

明　
　

党
︶

石い
し
つ
か塚

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

江え
じ
り尻　

　

加か

な那　
︵
日
本
共
産
党
︶

６
月
13
日︵
火
︶　

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男　

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）
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一般質問（要旨）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

第2回定例会の主な日程○
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
被

ば
く
事
故
に
係
る
被
害
へ
の
対
応
及
び
原
子
力
安
全
対
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

可
決
さ
れ
た
意
見
書

議
員　

県
政
参
加
意
識
の
醸
成
に
も
つ

な
が
る
、
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
債
の

発
行
再
開
に
向
け
、
具
体
的
な
効
果
が

見
え
や
す
い
事
業
の
選
定
や
発
行
総
額

の
調
整
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

総
務
部
長　

今
後
と
も
、
市
場
の
動
向

を
見
な
が
ら
県
民
債
の
発
行
再
開
時
期

や
発
行
総
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
や
無
電
柱
化
の
推
進

な
ど
、
県
民
の
生
活
に
密
接
に
関
係
し
、

関
心
を
引
き
や
す
い
事
業
へ
の
充
当
な

ど
に
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
。

議
員　

東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
知
事

は「
あ
え
て
廃
炉
を
言
う
必
要
も
な
い
」

と
答
え
た
が
、
安
全
と
引
き
換
え
に
国

の
見
返
り
を
求
め
る
問
題
で
は
な
く
命

の
問
題
で
あ
る
。
広
域
避
難
計
画
の
実

効
性
や
事
故
の
被
害
想
定
、
県
民
生
活

へ
の
影
響
な
ど
を
ど
う
検
証
す
る
の
か
。

知
事　

実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
十

四
市
町
村
の
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
た

段
階
で
避
難
訓
練
の
実
施
を
検
討
す
る
。

県
民
生
活
な
ど
へ
の
影
響
は
、
被
害
の

仮
定
の
置
き
方
や
全
国
的
な
課
題
も
多

く
、
現
段
階
で
検
証
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

北
茨
城
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
窓
口
「
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
例

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の

た
め
、
市
町
村
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
事
例
に
適
切
に
対
応
し
て
い
る
、

北
茨
城
市
な
ど
の
事
例
の
情
報
共
有
も

図
り
な
が
ら
、
市
町
村
の
相
談
体
制
の

充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
後
発

医
薬
品
普
及
へ

の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
、
被
災

中
小
企
業
に
対

す
る
グ
ル
ー
プ

補
助
後
の
支
援

な
ど
も
質
問
）

議
員　

待
機
児
童
の
九
割
を
占
め
る
〇

～
二
歳
児
は
育
休
明
け
年
度
途
中
か
ら

の
入
所
が
必
要
で
あ
る
。
保
育
の
需
要

予
測
を
行
っ
て
〇
～
二
歳
児
の
保
育
定

員
を
拡
大
し
、
年
度
途
中
の
入
所
を
保

障
す
る
支
援
策
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

受
け
入
れ
枠
を
増
や
す
に
は
、

保
育
士
配
置
数
な
ど
の
基
準
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
が
、
保
育
士
の
確
保
自
体

が
困
難
な
地
域
が
あ
る
た
め
、
本
県
に

お
け
る
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
促
進
に

つ
い
て
有
効
な

施
策
を
検
討
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
保

の
問
題
点
、
教

員
の
勤
務
時
間

の
実
態
把
握
な

ど
も
質
問
）

 

県
職
員
の
労
働
環
境

議
員　

知
事
就
任
以
降
の
約
二
十
四
年

間
で
、
知
事
が
所
管
す
る
知
事
部
局
と

病
院
局
に
お
い
て
、
三
十
一
人
に
上
る

職
員
の
尊
い
命
が
、
自
殺
と
い
う
不
幸

な
形
で
失
わ
れ
て
い
る
が
、
再
発
防
止

に
向
け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

職
員
数
に
占
め
る
自
殺
者
数
の

割
合
は
、
他
県
な
ど
の
平
均
と
同
程
度

で
あ
る
。
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、
時

間
外
勤
務
縮
減
や
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に

取
り
組
む
中
、
知
事
の
最
も
身
近
な
ス

タ
ッ
フ
で
あ
る
秘
書
や
運
転
手
は
、
深

夜
に
ま
で
及
ぶ
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

休
日
や
夕
方
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
会
合
な
ど
へ
随
行
し
て
も
ら

う
ほ
か
、
危
機
管
理
な
ど
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
秘
書
に
身
近
で
待
機
し

て
も
ら
う
こ
と
が
多
く
、
結
果
と
し
て
、

時
間
外
勤
務
が
多
く
な
っ
た
。
今
後
は
、

秘
書
の
増
員
や
交
代
勤
務
を
頻
繁
に
行

う
な
ど
、
改
善
を
し
て
い
く
。

議
員　

茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企
業

誘
致
を
加
速
さ
せ
る
に
は
、
安
価
な
電

力
の
供
給
体
制
の
構
築
を
含
め
、
思
い

切
っ
た
手
だ
て
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

の
誘
致
推
進
に
向
け
た
考
え
は
。

知
事　

安
価
な
電
力
の
供
給
体
制
に
つ

い
て
は
、
状
況
に
応
じ
、
立
地
企
業
と

も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
当
団
地
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、
地
元
と
連
携
し

全
力
で
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
ほ
か
に
、
知
事

の
退
職
手
当
と
多

選
の
責
任
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
被
害
者
の
救

済
な
ど
も
質
問
）

議
員　

臓
器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
る

普
及
啓
発
や
移
植
に
携
わ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
組
織
づ
く
り
な
ど
医
療
機

関
の
体
制
づ
く
り
を
充
実
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

若
者
の
学
ぶ
機
会
を

充
実
し
、
広
く
県
民
に
臓
器
提
供
へ
の

意
思
表
示
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、

脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
が
で
き
る
病
院

を
増
や
せ
る
よ
う
医
療
者
を
対
象
と
し

た
移
植
医
療
研
修
会
の
開
催
な
ど
、
病

院
の
体
制
整
備
の
動
機
付
け
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

子
ど
も
の

読
書
の
大

切
さ
、
女

性
の
活
躍

推
進
な
ど

も
質
問
）

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水 戸 市 選 出

一括方式

戸井田　和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出  

一括方式

志賀　秀之 議員
いばらき自民党
北 茨 城 市 選 出

一括方式

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
債
の
対
象
事
業
と

発
行
総
額
の
柔
軟
な
取
り
組
み

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
と

運
転
延
長

知
事
の
秘
書
な
ど
の
長
時
間
勤
務

命
を
つ
な
ぐ
臓
器
移
植
の
取
り
組
み

〇
～
二
歳
児
保
育
所
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

 

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大
洗

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

被
ば
く
事
故
に
係
る
被
害
へ
の

対
応
及
び
原
子
力
安
全
対
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
海
外
対
象
医
師
修
学
研
修

資
金
貸
与
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

ほ
か
六
件

◆
人
事

○
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
予
備
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
一
件

◆
諮
問

○
地
方
自
治
法
第
二
百
六
条
の
規
定

に
基
づ
く
審
査
請
求
に
関
す
る
諮

問
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て

答
弁
を
求
め
る
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁

を
求
め
る
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

県民債を利用して無電柱化の推進を ０～２歳児の入所を保障するさらなる支援策を

移植医療研修会の様子茨城中央工業団地（笠間地区）

　平成29年第2回定例会は、以下の会期日程で
開催されました。

■６月６日（火）
（開会、知事提出議案説明）

■６月９日（金）

　　　12日（月）

　　　13日（火） （一般質問・質疑）

■６月15日（木）

■６月19日（月）

■６月20日（火）

■６月21日（水）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

｝
本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

本 　 　 会 　 　 議

常 任 委 員 会

  国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会

環境保全対策調査特別委員会
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総務企画委員会

防災環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審査から
問　

本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を

考
え
る
若
者
の
中
に
は
、
就
職
や

金
銭
的
な
将
来
負
担
な
ど
に
不
安

が
あ
り
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
こ

う
し
た
点
に
対
応
し
た
施
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
本
県
で
も
、
部

局
横
断
的
に
移
住
促
進
を
図
る
べ

き
だ
が
、
所
見
は
。

答　

東
京
事
務
所
に
設
置
し
た

「
い
ば
ら
き
移
住
・
就
職
相
談
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
商
工
労
働
観
光

部
が
所
管
す
る
県
内
の
「
い
ば
ら

き
地
域
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
も
連
携
し
た
相
談
体
制
を
構
築

す
る
な
ど
、
部
局
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
町
村
が

用
意
す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
、

県
の
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
広
く
情
報
発
信
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
新
た
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
拠
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ
土
浦
駅
ビ

ル
に
設
置
さ
れ
る
「
り
ん
り
ん
ス

ク
エ
ア
土
浦
」
の
設
計
や
デ
ザ
イ

ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

答　
「
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦
」

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
「
ペ
ル
チ

土
浦
」
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、

今
後
増
加
が
期
待
さ
れ
る
女
性
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
意
見
な
ど
も
踏
ま

え
、
先
進
性
が
あ
り
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
施
設
と
な
る
よ
う
設
計
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

問　

知
事
選
で
は
激
し
い
選
挙
戦

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
選
挙
の
公

平
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
職
員
の

指
導
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

答　

選
挙
の
管
理
執
行
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
所
管
だ
が
、
選
挙
が

公
平
か
つ
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ

う
、
職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

問　

職
員
が
安
心
し
て
育
児
休
業

を
取
得
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
、

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
る
の
か
。

答　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員

の
後
補
充
を
最
重
要
事
項
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
四
月
現
在
の

育
児
休
業
取
得
者
八
十
一
名
に
対

し
七
十
六
名
を
補
充
し
て
い
る
。

（
ま
た
、
所
管
事
務
審
査
の
た
め

副
知
事
に
出
席
を
求
め
る
と
と
も

に
、
開
発
公
社
理
事
長
を
参
考
人

と
し
て
招
致
し
た
。）

問　

わ
れ
わ
れ
が
専
門
家
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
で
事
故
が
起
き
た
。
こ

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
念
頭
に
置

い
て
、
県
民
の
安
全
確
保
に
取
り

組
む
べ
き
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

県
民
の
安
全
確
保
が
最
優
先

で
あ
る
。
今
後
、
今
回
の
事
故
に

関
す
る
事
業
者
の
報
告
を
踏
ま
え
、

原
子
力
安
全
対
策
委
員
会
に
お
い

て
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

再
発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
検
証
し
て
い
き
た
い
。

問　

世
界
湖
沼
会
議
に
つ
い
て
、

来
年
の
本
県
開
催
に
向
け
、
機
運

が
高
ま
っ
て
き
た
。
平
成
七
年
に

も
本
県
で
開
催
し
た
が
、
今
回
の

会
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答　

今
回
は
、
人
と
湖
沼
の
共
生

を
テ
ー
マ
に
議
論
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

前
回
会
議
以
降
の
本
県
の
成
果
の

発
信
や
水
環
境
保
全
の
重
要
性
の

普
及
啓
発
、
市
民
、
農
林
漁
業
者
、

事
業
者
、
研
究
者
や
行
政
な
ど
と

の
連
携
強
化
を
考
え
て
い
る
。

問　

平
成
三
十
一
年
開
催
が
決
定

し
た
県
北
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
国

体
も
開
催
さ
れ
る
中
で
の
宿
泊
施

設
の
確
保
な
ど
も
含
め
、
県
外
か

ら
の
宿
泊
客
の
増
加
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

海
側
と
山
側
を
周
遊
す
る
宿

泊
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
や
県
北
地

域
を
舞
台
と
し
た
「
ひ
よ
っ
こ
」

を
活
用
し
て
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
し
て
宿
泊
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

製
造
業
や
建
設
業
に
お
け
る

人
材
確
保
に
は
、
雇
用
の
創
出
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
、
正

規
雇
用
化
が
重
要
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　
「
い
ば
ら
き
地
域
創
生
人
材

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、

訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
訓
練
を
行
っ
て
い
る
事
業
所

へ
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
正
規
雇
用
と
し
て
定

着
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
危
険
物
の
安
全
管
理
、

被
災
中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
も

質
問
）

問　

出
産
し
、
育
児
休
暇
を
取
得

す
る
保
育
士
の
代
替
を
円
滑
に
確

保
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
保
育

人
材
を
プ
ー
ル
し
て
お
く
仕
組
み

を
県
と
し
て
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

答　

代
替
保
育
士
の
確
保
や
、
育

児
休
暇
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
復
職
す

る
た
め
の
支
援
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
し
た
新
た
な
仕
掛
け
や
施
策

を
、
現
場
の
声
も
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問　

あ
す
な
ろ
の
郷
の
建
て
替
え

整
備
と
と
も
に
、
現
入
所
者
の
地

域
移
行
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

重
度
の
入
所
者
は
移
行
が
困
難
で

あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

答　

あ
す
な
ろ
の
郷
入
所
者
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
は
重
度
の
方
を

含
め
て
全
員
を
対
象
と
し
、
入
所

者
本
人
と
そ
の
家
族
の
意
向
を
十

分
に
聞
い
た
上
で
進
め
て
い
く
。

問　

医
療
的
ケ
ア
児
※
の
家
族
は

日
々
大
変
苦
労
を
し
て
お
り
、
医

療
の
進
歩
に
よ
り
医
療
的
ケ
ア
児

は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
実
態
を
早
急
に
把
握

し
、
社
会
の
理
解
を
深
め
、
医
療

と
福
祉
が
連
携
し
た
支
援
が
必
要

で
あ
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

答　

関
係
機
関
に
よ
る
協
議
の
場

を
設
け
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
状
況

の
把
握
や
対
応
を
協
議
す
る
と
と

も
に
、 

引
き
続
き
レ
ス
パ
イ
ト
施

設
※
の
さ
ら
な
る
開
設
を
病
院
関

係
者
な
ど
へ
働
き
掛
け
て
い
く
。

ま
た
、
医
療
計
画
の
見
直
し
と
併

せ
て
障
害
児
福
祉
計
画
に
対
応
策

を
盛
り
込
む
な
ど
、
医
療
と
福
祉
が

連
携
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

県
立
中
央
病
院
に
お
け
る
救

急
患
者
数
が
増
加
す
る
中
、
新
た

に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
エ
リ
ア

を
拡
大
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
体

制
で
救
急
医
療
に
臨
む
の
か
。

答　
「
救
急
患
者
は
断
ら
な
い
。」

を
原
則
と
し
て
お
り
、
五
月
に
は

新
た
に
救
急
の
非
常
勤
医
師
一
名

を
確
保
し
た
。
引
き
続
き
、
医
師

全
員
体
制
に
よ
り
救
急
医
療
に
対

応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
赤
ち
ゃ
ん
縁
組
、
リ

エ
ゾ
ン
※
診
療
な
ど
も
質
問
）

都内移住フェアにおける相談会の様子
（茨城移住ナビ http://iju-ibaraki.jp）

日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター
燃料研究棟（大洗町成田町）

建て替えに向けた議論が進む県立あすなろの郷

現
場
の
声
を
聞
き

新
た
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く

育
休
代
替
保
育
士
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

再
発
防
止
策
な
ど
を
検
証
す
る

若
者
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み
は

部
局
横
断
的
に
取
り
組
み
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
て
い
く

事
故
を
教
訓
に
し
た
安
全
確
保
の

取
り
組
み
は

ことば ※【医療的ケア児】…人工呼吸器や経管栄養といった医療的ケアを日常的に必要としている子どものこと。
※【レスパイト施設】…介護の必要な高齢者や障害者のいる家族へのさまざまな支援を行う施設などのこと。
※【リエゾン】…リエゾン精神医療のことで、病人の不安や苦悩を除くため、色々な診療科の医師と精神科の医師が協力して行う医療のこと。
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問　

今
後
、
人
口
減
少
や
地
球
温

暖
化
な
ど
、
社
会
情
勢
や
環
境
が

変
化
し
て
い
く
中
で
、
茨
城
農
業

は
ど
の
よ
う
な
道
を
進
む
の
か
、

将
来
の
茨
城
農
業
の
在
り
方
は
。

答　

大
事
な
こ
と
は
、
茨
城
農
業

の
成
長
産
業
化
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
主
体
的
な
経
営
判
断
が
で

き
る
人
材
育
成
と
生
産
手
段
と
な

る
基
盤
整
備
を
一
体
的
に
推
進
し
、

農
家
が
所
得
を
上
げ
、
そ
れ
を
基

に
事
業
を
拡
大
す
る
好
循
環
を
目

指
す
。

問　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
、

間
伐
に
よ
る
森
林
整
備
や
県
産
木

材
の
利
用
拡
大
な
ど
の
素
晴
ら
し

い
実
績
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
森

林
の
公
益
的
機
能
の
向
上
を
さ
ら

に
図
る
た
め
の
今
後
の
課
題
は
。

答　

本
県
の
人
工
林
は
、
木
材
と

し
て
利
用
可
能
な
森
林
が
約
六
割

を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
適
切

な
時
期
に
伐
採
し
、
再
造
林
を
行

い
森
林
の
若
返
り
を
図
る
な
ど
、

森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問　

地
域
の
地
産
地
消
を
推
進
す

る
「
茨
城
を
た
べ
よ
う
運
動
」
の

活
動
と
し
て
、
過
去
四
回
開
催
し

て
き
た
「
茨
城
を
た
べ
よ
う
収
穫

祭
」
の
効
果
は
。

答　

茨
城
を
た
べ
よ
う
運
動
推
進

協
議
会
の
会
員
数
は
設
立
当
初
の

二
百
八
十
団
体
か
ら
五
百
五
十
一

団
体
に
増
加
し
た
。
収
穫
祭
に
は

十
万
人
規
模
の
来
場
者
が
あ
り
多

く
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
結
果
、

認
知
度
も
大
き
く
向
上
し
た
。

問　

米
の
需
給
調
整
に
向
け
た
本

県
の
平
成
二
十
九
年
産
の
飼
料
用

米
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
、

来
年
産
以
降
の
対
応
は
。

答　

作
付
目
標
を
一
万
二
千
㌶
に

設
定
し
、
大
規
模
農
家
へ
の
戸
別

訪
問
や
多
収
品
種
の
作
付
推
進
を

行
っ
て
き
た
が
、
四
月
末
現
在
八

千
三
百
㌶
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

来
年
以
降
は
、
生
産
面
で
は
多
収

品
種
へ
の
転
換
や
さ
ら
な
る
増
収

の
指
導
、
流
通
面
で
は
機
械
・
施

設
な
ど
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
営
鹿
島
南
部
土
地

改
良
区
事
業
、
環
境
に
や
さ
し
い

レ
ン
コ
ン
栽
培
な
ど
も
質
問
）

問　

第
一
回
定
例
会
で
増
額
修
正

し
た
道
路
緊
急
修
繕
事
業
の
実
施

状
況
は
。
ま
た
、
道
路
除
草
の
対

応
状
況
は
。

答　

舗
装
維
持
修
繕
計
画
に
基
づ

き
実
施
し
て
お
り
、
六
月
末
ま
で

に
七
割
程
度
を
発
注
で
き
る
見
込

み
で
あ
る
。
除
草
は
、
労
務
単
価

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
近
年
刈
り
幅

や
回
数
を
減
ら
し
て
い
る
が
、
必

要
な
箇
所
は
別
途
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
今
年
度
は
、
道
路
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
縁
石
周
り
の
土
砂

や
雑
草
の
撤
去
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
道
路
里
親
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問　

上
曽
ト
ン
ネ
ル
事
業
が
進
め

ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の

状
況
と
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
効
果
は
。

答　

石
岡
市
と
桜
川
市
で
は
、
上

曽
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
調
整
協
議

会
を
設
立
し
た
。
合
併
特
例
債
を

活
用
し
、
来
年
度
事
業
化
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
に
よ
り
、
雪
な
ど
に
伴
う

通
行
止
め
の
解
消
や
ア
ク
セ
ス
の

向
上
に
よ
る
時
間
短
縮
、
地
域
振

興
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

河
川
の
防
災
対
策
に
は
、
市

町
村
へ
の
事
前
の
注
意
喚
起
や
指

導
が
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

事
前
の
備
え
は
重
要
で
あ
り
、

県
で
は
出
水
期
前
の
点
検
結
果
を

も
と
に
し
た
補
修
、
河
道
掘
削
や

伐
木
、
水
防
情
報
の
提
供
や
監
視

カ
メ
ラ
の
整
備
、
減
災
対
策
協
議

会
を
通
じ
た
国
や
市
町
村
と
の
連

携
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

事
務
所
な
ど
を
通
じ
市
町
村
へ
の

細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

霞
ヶ
浦
浄
水
場
に
新
し
い
処

理
技
術
を
導
入
す
る
効
果
は
。

答　

千
㌨
㌘
／
㍑
を
超
え
る
カ
ビ

臭
で
も
、
管
理
目
標
の
五
㌨
㌘
／

㍑
以
下
に
確
実
に
除
去
で
き
る
と

と
も
に
、
発
ガ
ン
性
が
疑
わ
れ
る

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
生
成
原
因
と

な
る
溶
解
性
有
機
物
も
効
果
的
に

除
去
で
き
、
安
定
的
な
処
理
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
処
理
費
用
も

大
幅
に
軽
減
で
き
る
。

（
ほ
か
に
、
第
二
海
門
橋
の
整
備
、

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
照
明

な
ど
も
質
問
）

問　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
、
取

手
市
の
女
子
中
学
生
が
自
ら
命
を

絶
つ
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
県
は
、
市
の
教

育
委
員
会
と
今
後
ど
の
よ
う
に
連

携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

県
は
市
に
対
す
る
指
導
助
言

が
、
ま
た
、
市
は
県
に
対
す
る
相

談
や
支
援
の
要
請
が
、
そ
れ
ぞ
れ

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
県
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

担
う
と
と
も
に
、
検
証
を
行
い
、

問
題
点
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

教
員
に
対
す
る
勤
務
時
間
実

態
把
握
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
の
考
え
は
。

答　

管
理
職
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
日
頃
か
ら
風
通
し
の

良
い
、
明
る
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と
。
そ
し
て
、
管
理
職
が
教

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
組
織
と

し
て
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

問　
「
命
の
大
切
さ
」
や
「
命
を

つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
、
小
学
校
の
低
学
年
か

ら
教
え
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る

が
、
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

答　

道
徳
の
時
間
で
は
、
命
の
受

け
継
ぎ
や
つ
な
が
り
に
関
す
る
資

料
を
活
用
し
、
命
に
つ
い
て
教
え

て
い
る
。
ま
た
、
生
活
科
で
も
、

動
物
の
飼
育
や
植
物
の
栽
培
な
ど

を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
に
気
付

く
よ
う
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

問　

本
年
四
月
に
ヤ
ー
ド
条
例
が

施
行
さ
れ
た
。
七
月
以
降
は
経
過

措
置
の
終
了
に
伴
い
、
無
届
け
施

設
の
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
対
応
状
況
は
。

答　

現
時
点
で
届
け
出
が
必
要
と

さ
れ
る
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
約

五
十
箇
所
を
把
握
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
ヤ
ー
ド
へ
の
立
ち
入
り

を
行
う
中
で
、
外
国
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
活
用
し
な
が
ら
、
届
け

出
の
必
要
性
を
教
示
し
て
き
た
が
、

今
後
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
部
活
動
に
伴
う
教
員

負
担
へ
の
対
応
、（
仮
称
）
つ
く

ば
警
察
署
の
設
置
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
も
質
問
）

茨城をたべよう収穫祭の様子
（今年は１０月２８、２９日に土浦市の霞ヶ浦総合公園で開催予定）

六
月
末
ま
で
に
七
割
程
度
を

執
行
す
る

将
来
の
茨
城
農
業
の
在
り
方
は

人
材
育
成
と
基
盤
整
備
を
一
体
的
に

進
め
、
成
長
産
業
化
を
図
る

取
手
市
の
女
子
中
学
生
自
死
に

関
す
る
市
教
委
と
の
連
携
は

県
の
役
割
と
し
て
市
へ
の
指
導
助
言
な
ど
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く

道
路
緊
急
修
繕
事
業
の

実
施
状
況
は

縁石周りの土砂・雑草の撤去

ヤードへの立ち入り状況
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　本年、スタジアム北側２階観客席に最新鋭の大型映像装置が増設さ
れ、観戦環境が向上したほか、スタジアム内にスポーツクラブ「カシ
マウェルネスプラザ」を開設するなど、カシマサッカースタジアムを
中心とした地域活性化に取り組んでいます。
　指定管理者である︵株）鹿島アントラーズ・エフ・シーから、スタ
ジアムの概要や地域活性化への取り組みなどについて説明を受けると
ともに、スタジアムなどの視察を行いました。

委 員 会 活 動

先進技術の状況と津波避難タワーを調査（5/19）
㈱日昌製作所十王工場（日立市） 北茨城市津波避難タワー（北茨城市）

　北茨城市大津地区の津波避難タワーは、想定される最大の津波にも
耐えられるように設計されており、周辺の観光施設利用者や従業員、
釣り人などが、一時的に緊急避難する施設として、平成26年に県内
で初めて整備されました。
　津波避難タワーの概要などについて説明を受けた後、現地調査を実
施しました。

　地域に根差し、独自の先進技術で自動車用電装部品などを製造して
いる（株）日昌製作所は、平成26年度に、経済産業省「がんばる中小企
業・小規模事業者300社」に選ばれ、ベトナムにも生産拠点を構築し
ています。
　会社の概要や取り組みについて説明を受けた後、工場の様子を視察
しました。

幼保連携型認定こども園といばらきハサップ認証施設を調査（5/18）
認定こども園なさき（古河市） ㈱モンテール　つくば事業所（坂東市）

　竣工から20年を迎えた（株）モンテールの中心工場で、いばらきハ
サップの認証を受けるとともに、AIB審査（米国製パン研究所が実施し
ている監査）において最優秀賞を獲得した（株）モンテールつくば事業
所の概要・沿革について説明を受けた後、工場内の視察を行いました。

　こども園の園庭での園児の様子や、各保育室における保育の状況を
視察した後、平成26年4月に幼保連携型の認定こども園としてスター
トした施設の概要、園の方針および地域との連携などについて説明を
受けるとともに、保育士の確保などについて意見交換を行いました。

地域活性化の取り組みと洋上風力発電所を調査（5/12）
県立カシマサッカースタジアム（鹿嶋市） ㈱ウィンド・パワー・グループ（神栖市）

　（株）ウィンド・パワー・グループは、神栖市で国内初の本格洋上風
力発電所を運営しており、鹿島港湾区域内に大規模な洋上風力発電所
を建設する計画も進めています。
　その先進的かつ革新的な取り組みが評価され、日本式洋上発電所と
して世界からも注目されています。
　同社の概要や今後の展開などについて説明を受けるとともに、洋上
風力発電所の視察を行いました。

※「いばキラ TV」（http://ibakira.tv）で
　委員会の県内調査の様子を配信しています。

総務企画委員会 ( 鈴木亮寛委員長 )

防災環境商工委員会 (鈴木定幸委員長)

保健福祉委員会 ( 石塚仁太郎委員長 )

同社の概要などの説明を受ける委員の様子 津波避難タワーを視察する委員の様子

保育の状況を視察する委員の様子 事業所の概要などの説明を受ける委員の様子

スタジアムを視察する委員の様子 同社の概要などの説明を受ける委員の様子
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　同工場は、企業局が造成した阿見東部工業団地に立地し、5月現在
で現地採用の契約社員などを含め524名が勤務する国内最大規模の基
幹工場です。
　同社のプロセスチーズやマーガリン類のほとんどを生産するととも
に、阿見総合物流センターを併設することで、原料保管から生産、物
流までを一貫して行うことのできる工場の概要について、説明を受け
た後、施設の調査を実施しました。

閉 会 中 の

飼料用米の現状とメロン生産の状況を調査（5/17）
鹿島飼料㈱鹿島工場（神栖市） ほこた農業協同組合（鉾田市）

　ほこた農業協同組合では、県オリジナル品種である「イバラキン
グ」など特徴あるメロンを生産し、徹底した品質管理と研究部による
技術開発、差別化販売などにより、ブランド力アップを図り、メロン
産地の維持・発展に取り組んでいます。
　イバラキングの生産、販売などについて説明を受けるとともに、メ
ロン生産ハウスを視察しました。

　鹿島飼料︵株︶は鹿島地域飼料用米利用推進協議会の会長を務め、配
合飼料の原料に飼料用米を積極的に使用するなど、飼料用米の生産と
利用の拡大を推進しています。
　同協議会の活動や飼料製造における飼料用米の現状などについて説
明を受けた後、工場の視察を行いました。

ヤードの現状と授業におけるICT利活用の進捗状況などを調査（5/22）
境警察署（境町） 古河市立古河第五小学校（古河市）

　文部科学省から教育ICTモデル校の指定を受け、平成27年度からタ
ブレット端末が児童一人一台体制になるなどの授業におけるICT利活
用の進捗状況、効果、課題などについて説明を受けるとともに、授業
風景を視察しました。

　境警察署は、坂東市・境町・五霞町を管轄しています。管内のヤー
ド数は、茨城県内にあるヤードの約2割を占めており、平成29年4月
にヤード規制条例が施行されたことを受け、積極的な対策を行ってい
ます。
　同署において、立ち入り調査の実施などのヤード対策の概況などに
ついて説明を受けた後、ヤードの視察を行いました。

県道桜川土浦潮来自転車道線整備事業と工場立地の現状などを調査（5/11）
県道桜川土浦潮来自転車道線整備事業（土浦市） 雪印メグミルク㈱阿見工場（阿見町）

　桜川土浦潮来自転車道線（通称：つくば霞ヶ浦りんりんロードの一
部）は、桜川市内からつくば市、土浦市、かすみがうら市、行方市を
経て、潮来市内を結ぶ自転車道です。このうち、土浦土木事務所では、
つくば市からかすみがうら市までの約44kmの整備・管理を実施して
おり、これまでにつくば市から土浦市内の約20kmと、かすみがうら
市内の約5kmが供用を開始し
ています。
　今年度は、土浦市湖北地内
から田村町地内までの延長約
1.0km区間を整備予定であり、
自転車道整備事業の概要につ
いて土浦土木事務所から説明
を受けた後、現地調査を実施
しました。

農林水産委員会 (島田幸三委員長)

土木企業委員会 (先﨑光委員長)

文教警察委員会 ( 志賀秀之委員長 )

飼料用米の現状などについて説明を受ける委員の様子 ハウスを視察する委員の様子

ヤードを視察する委員の様子 授業を視察する委員の様子

整備事業の概要について説明を受ける委員の様子 工場を視察する委員の様子
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この広報紙は再生紙を使用しています

  

六
月
二
十
一
日
、
県
議
会
主
催

の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
明
治
大
学
名
誉
教

授
で
、
ア
メ
リ
カ
国
家
行
政
院

フ
ェ
ロ
ー
で
も
あ
る
中な

か

邨む
ら

章あ
き
ら

氏

を
お
招
き
し
、「
茨
城
県
議
会
の

政
策
力
を
高
め
る
︱
防
災
対
応
か

ら
の
検
討
」
と
の
テ
ー
マ
で
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
邨
名
誉
教
授
か
ら
は
、「
本

県
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
地
方
議

会
で
自
ら
改
革
の
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
行
政
需
要
は
増

大
を
続
け
て
お
り
、
財
政
的
な
制

約
の
あ
る
中
で
、
多
く
の
住
民
の

納
得
す
る
政
策
を
選
択
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
県
議
会
に
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
県
議
会

の
役
割
に
つ
い
て
、
県
の
防
災
対

策
に
対
す
る
県
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

の
必
要
性
や
、
県
議
会
が
発
信
元

と
な
っ
て
電
子
政
府
へ
の
道
を
進

め
る
こ
と
へ
の
期
待
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

　次回の、平成29年第3回定例会は、10月3日から30日までの
28日間の会期日程で開催される予定です。

関
東
甲
信
越
一
都
九
県
議
会
議
長
会
に
出
席
し
ま
し
た

　

五
月
十
六
日
、
長
野
県
長
野
市

内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
関
東
甲

信
越
一
都
九
県
議
会
議
長
会
」
が

開
催
さ
れ
、
本
県
議
会
か
ら
藤
島

正
孝
議
長
お
よ
び
森
田
悦
男
副
議

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は

各
都
県
が
国
へ
対
応
を
求
め
る

要
望
事
項
十
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

本
県
の
藤
島
議
長
は
、
災
害
対
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
の
要
望
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

各
都
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

七
月
開
催
予
定
の
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
定
例
総
会
に
お
い
て
、

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
議
題
と

し
て
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国

会
お
よ
び
政
府
関
係
機
関
へ
要
望

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
決
算
、
同
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
同
公
営
企
業
会
計
決
算

を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
審
査
す
る
た
め
、
六
月
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
五
名
の
委
員

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
任
し
た
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。　
　
　

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

お知らせ

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た      

委
員
長
　
伊
沢
　
　
勝
徳

副
委
員
長
　
加
藤
　
　
明
良

委
　
　
員
　
小
川
　
　
一
成

　  

〃 

　
　
石
田
　
　
　
進

　  

〃 

　
　
戸
井
田
　
和
之

委
　
　
員
　
村
上
　
　
典
男

　  

〃 

　
　
鈴
木
　
　
　
将

　  

〃 

　
　
星
田
　
　
弘
司

　  

〃 

　
　
中
村
　
　
　
修

　  

〃 

　
　
岡
田
　
　
拓
也

委
　
　
員
　
水
柿
　
　
一
俊

　  

〃 

　
　
飯
田
　
　
智
男

　  

〃 

　
　
設
楽
　
詠
美
子

　  

〃 

　
　
八
島
　
　
功
男

　  

〃 

　
　
上
野
　
　
高
志

　

県
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、

県
議
会
議
事
堂
以
外
の

場
所
に
お
い
て
農
林
水

産
委
員
会（
島
田
幸
三

委
員
長
）お
よ
び
防
災

環
境
商
工
委
員
会（
鈴

木
定
幸
委
員
長
）を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

県
政
の
課
題
に
関
す

る
委
員
会
審
査
の
様
子

を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

出
前
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

︻
農
林
水
産
委
員
会
︼

　

日
時　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日（
金
）　

午
後
一
時
開
会

　

場
所　

県
筑
西
合
同
庁
舎（
筑
西
市
）

　

内
容（
予
定
）

　
　
　

  

「
茨
城
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
着
実
な
推
進
」

︻
防
災
環
境
商
工
委
員
会
︼

　

日
時　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日（
火
）　

午
後
一
時
三
十
分
開
会

　

場
所　

潮
来
市
中
央
公
民
館（
潮
来
市
）

　

内
容（
予
定
）

　
　
　

  

「
魅
力
あ
る
観
光
産
業
の
振
興
」

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
事
務
局
議
事
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

電
話
〇
二
九
︱
三
〇
一
︱
五
六
三
四

議会中継のリニューアルについて
　茨城県議会では、県民の方々に議
会を身近に感じていただき、より関
心を持っていただくために、平成13
年から議会のホームページ上で本会
議などのインターネット中継を行っ
ています。
　今般、この議会中継をリニューア
ルし、6月（平成29年第2回定例会）か
ら、普及が進むスマートフォンやタ
ブレットなどでも視聴できるように
なりました。
　また、中継内容をさらにご理解い
ただけるよう、中継画面の横に、会
議名や議員名、質問項目などを表示

（画像1）しますとともに、「会議名」、
「議員名」、「会派名」や質問項目など
の「用語」により映像を探すことので
きる検索機能を追加（画像2）してお
ります。
　以前よりも視聴しやすくなってお
りますので、ぜひ、この機会にご覧
ください。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日
発
行
の
い
ば
ら
き
県
議
会
だ
よ
り
第
百
九
十
九
号
七
面
に
掲
載
し
ま
し

た
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
石
井
邦
一
委
員
の
質
疑
に
対
す
る
答
弁
者
に
誤
り
が
あ
り
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本県の提出議案を説明する藤島正孝議長
（左側は森田悦男副議長）中邨名誉教授による講演の様子

県議会を
傍聴しませんか

　本会議は、県議会議事堂５階の受
付で住所と氏名を記入すると傍聴で
きますので、ぜひお越しください。
　また、児童および乳幼児連れの
方は、県議会議事堂１階の議会PR
コーナーと５階の傍聴者ロビーおよ
び行政棟２階の県政シアターで本会
議の中継をご覧いただけます。
　なお、授乳室やおむつ替えスペー
スをご希望の方には部屋をご用意い
たしますので、職員にお気軽に声を
お掛けください。
　その他、手話通訳や委員会の傍聴
など詳細については、県議会事務局
議事課にお問い合わせください。

お問い合わせ先

画像1　中継画面

画像2　検索画面

月日 曜 議 事 予 定
10.  3 火 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）
4 水 休会（議案調査）
5 木 休会（議案調査）
6 金 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）
7 土
8 日
9 月 （体育の日）
10 火 本会議（代表質問・質疑）
11 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
12 木 本会議（一般質問・質疑）
13 金 本会議（一般質問・質疑）
14 土
15 日
16 月 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
17 火 休会（委員会審査準備）
18 水 休会（常任委員会）
19 木 休会（常任委員会）

20 金 議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

21 土
22 日
23 月 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）
24 火 休会（環境保全対策調査特別委員会）
25 水 休会（予算特別委員会）
26 木 休会（決算特別委員会）
27 金 休会（議事整理）
28 土
29 日
30 月 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

電　話　029-301-5634


